
休日夜間急患診療体制整備費

補 助 金 交 付 要 綱

医 第 ６ － ７ ９ 号 一部改正医第１０－１０２号
昭 和５ ２年 ６ 月２８日 平 成 ５年１ ０月２８日

一部改正医第４－１３２号 一 部改 正医第 ２－４２号
昭 和５ ４年 ４ 月２２日 平 成 ６年 ２月１５日

一部改正医第４－１３２号 一部改正医第１０－９２号
昭 和５ ４年 ５ 月１２日 平 成 ６年１ ０月２５日

一 部改 正医第５ －７８号 一部改正医第１１－７２号
昭 和５ ５年 ５ 月２３日 平 成 ７年１ １月２７日

一 部改 正医第７ －７１号 一部改正医第１２－１１５号
昭 和５ ６年 ７ 月２７日 平 成 ９年 ２月１３日

一 部改 正医第８ －２４号 一 部改 正医第 １－３３号
昭 和５ ７年 ８ 月２３日 平 成１ ０年 １月１３日

一 部改 正医第７ －５３号 一部改正医第１２－１４号
昭 和５ ８年 ８ 月 ８日 平 成１ ０年１ ２月 ４日

一 部改 正医第７ －１３号 一部改正医第１２－２７号
昭 和５ ９年 ７ 月 ５日 平 成１ １年１ ２月１０日

一 部改 正医第６ －５８号 一 部改 正医２ 第１－５号
昭 和６ ０年 ６ 月２４日 平 成１ ３年 ２月１３日

一 部改 正医第８ －１４号 一部改正医１第１２－８号
昭 和６ １年１０ 月１５日 平 成１ ４年１ ２月２７日

一部改正医第１２－２５号 一部改正医１第１－１１号
昭 和６ １年１２ 月 ９日 平 成 １ ６ 年 １ 月 ２ ８ 日

一部改正医第１２－２５号 一 部改 正医第 １２７３号
昭 和６ ２年 ３ 月２３日 平 成 １ ６ 年 ９ 月 １ ７ 日

一 部改 正医第８ －８７号 一 部改 正医第 １２２７号
昭 和６ ２年 ８ 月２９日 平 成１ ７年１ １月２４日

一部改正医第８－１３６号 一 部改 正医第 ２６４３号
昭 和６ ３年 ９月 ５日 平 成 １ ９ 年 ２ 月 １ ９ 日

一部改正医第１１－６３号 一 部改 正医第２ ８１４号
平 成 ２年 １月 ５日 平 成 ２ ０ 年 １ 月 １ ８ 日

一部改正医第１２－１８号 一 部改 正医第３ ５０８号
平 成 ２年１２月 １２日 平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日

一部改正医第１１－１３４号 一 部改 正医第３ ５０８号
平 成 ３年１２月 ６日 平 成 ２ ０ 年 ９ 月 ５ 日

一部改正医第６－１１８号 一 部改 正医第３ ０８６号
平 成 ４年 ５月 １日 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ２ ３ 日

一 部改 正医第２ －７９号
平 成 ５年 ２ 月２５日



休日夜間急患診療体制整備費補助金交付要綱

（通 則）

第１ 休日夜間急患診療体制整備費補助金については、予算の範囲内において交付するものとし、

山梨県補助金等交付規則（昭和３８年山梨県規則第２５号）の規定によるほか、この交付要綱の

定めるところによる。

（交付の目的）

第２ この補助金は、市町村が実施する休日夜間の急患診療体制を整備することにより、地域住民

の休日及び夜間における救急医療の確保を図ることを目的とする。

（交付の対象）

第３ この補助金は、市町村が実施する在宅当番医制事業を交付の対象とする。

なお、複数の市町村が共同して在宅当番医制事業を実施する場合、県からの補助金は、これら

の市町村を代表する一の市町村（以下「代表市町村」という ）に対し、交付するものとする。。

（交付額の算定方法）

第４ この補助金の交付額は、別表により算出された額とする。ただし、算出された額に

１，０００円未満の端数が生じた場合には、これを切り捨てるものとする。

（申請手続）

第５ この補助金の交付を申請しようとするときは、別紙様式１による申請書を、別に定める期日

までに知事に提出しなければならない。

（変更申請手続）

第６ この補助金の交付決定後の事情の変更により申請の内容を変更して追加交付申請等を行う場

合には、第５に定める申請手続に従い、別に定める期日までに行うものとする。

（補助金の交付）

第７ この補助金は、知事が必要と認めるときは概算払をすることができる。

２ 概算払の交付を受けようとするときは、別紙様式２による請求書を知事に提出しなければなら

ない。

（実績報告）

第８ この補助金の事業実績報告は、事業完了の日若しくは廃止の承認を受けた日から起算して１

か月を経過した日又は翌年度４月１０日のいずれか早い期日までに、別紙様式３による報告書を

知事に提出して行わなければならない。



（交付の条件）

第９ この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。

(1) 事業に要する経費の配分の変更をする場合には、別紙様式４により知事の承認を受けなけれ

ばならない。

(2) 事業の内容の変更 軽微な変更を除く をする場合には 別紙様式４により知事の承認を受（ 。） 、

けなければならない。

(3) 事業を中止し、又は廃止する場合には、別紙様式５により知事の承認を受けなければならない。

(4) 事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出について証拠書類を

整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を事業完了後５年間保管しておかなければならない。

２ 前項第２号の軽微な変更とは、事業の遂行過程で生じた事情変更等により事業内容が変更する

ものであるが、その内容が軽微であり、承認にかかわらしめるほどのことがないものをいう。

（その他）

第10 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は知事が定める。

附 則

１ この要綱は、平成１３年２月１３日から施行し、平成１２年４月１日から適用する。

２ この要綱は、平成１４年１２月２７日から施行し、平成１４年４月１日から適用する。

３ この要綱は、平成１６年１月２８日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。

４ この要綱は、平成１６年９月１７日から施行し、平成１６年４月１日から適用する。

５ この要綱は、平成１７年１１月２４日から施行し、平成１７年４月１日から適用する。

６ この要綱は、平成１９年２月１９日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。

７ この要綱は、平成２０年１月１８日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。

８ この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。

９ この要綱は、平成２０年９月５日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。

10 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。



別 表

１ 次の表の第１欄の区分毎に、第２欄に定める基準額と第３欄に定める対象経費の実支出額とを

比較して少ない方の額を選定する。ただし、算出された額に１，０００円未満の端数が生じた

場合には、これを切り捨てるものとする。

１ 区 分 ２ 基 準 額 ３ 対 象 経 費

休 日 39,345円×施設数×診療日数 医師手当、給与費等

夜 間 39,345円×施設数×診療日数 医師手当、給与費等

（注）診療日は、原則として診療時間が次の表に定める区分欄毎にそれぞれ１日とする。

区 分 対 象 時 間

休 日 午前８時から午後６時まで診療を行うもの

夜 間 午後６時から翌日午前８時まで診療を行うもの

２ １の表の第１欄の区分毎に選定した額に２分の１を乗じて得た額の合計額（算出された額に

１，０００円未満の端数が生じた場合には、これを切り捨てるものとする ）を交付額とする。。



別紙様式１

番 号

平成 年 月 日

山梨県知事 殿

補 助 事 業 者 名 印

平成 年度休日夜間急患診療体制整備費補助金交付申請書

このことについて、次により補助金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

１ 補 助 金 申 請 額 金 円

２ 経 費 所 要 額 調（別紙１）

３ 事 業 計 画 書（別紙２）

４ 添 付 書 類

（１）当該事業に係る歳入歳出予算書の抄本

※ 複数の市町村が共同して事業を実施する場合、代表市町村以外の市町村についても添付。

（２）その他参考となる資料
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別紙様式２

番 号

平成 年 月 日

山梨県知事 殿

補 助 事 業 者 名 印

概 算 払 請 求 書

平成 年 月 日付け医 第 号で交付決定のあった平成 年度休日夜間急患診療

体制整備費補助金について、次のとおり概算払いの請求をいたします。

１ 概算払請求額 金 円

２ 内 訳

補助金交付決定額 既 概 算 交 付 額 差 引 額 今回概算請求額 備 考

① ② ① － ② ＝ ③ ④

円 円 円 円

３ 概算払い請求の理由

４ 支払いの方法

(1) 現 金 指定金融機関名

(2) 口 座 振 替 振替 先銀行名 銀行 支店

預金種別 （ 当座 ・ 普通 ）

口 座 名 №



別紙様式３

番 号

平成 年 月 日

山梨県知事 殿

補 助 事 業 者 名 印

平成 年度休日夜間急患診療体制整備費補助金事業実績報告書

平成 年 月 日付け医第 号で交付決定を受けたこのことについて、次のとおり関

係書類を添えて報告します。

１ 補 助 金 精 算 額 金 円

２ 経費所要額精算書（別紙１）

３ 事業実績報告書（別紙２）

４ 添 付 書 類

（１）当該事業に係る歳入歳出決算書（見込）の抄本

※ 複数の市町村が共同して事業を実施する場合、代表市町村以外の市町村についても添付。

（２）その他参考となる資料
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額

を
記

入
す

る
こ

と
。

な
お

、
複

数
の

市
町

村
が

共
同

し
て

事
業

を
実

施
す

る
場

合
、

各
市

町
村

の
実

支
出

額
の

合
計

額
を

記
入

す
る

こ
と

。

３
「

基
準

額
」

欄
に

は
、

補
助

金
交

付
要

綱
に

よ
る

基
準

額
を

記
入

す
る

こ
と

。

４
「

選
定

額
」

欄
は

、
（

Ｄ
）

と
（

Ｅ
）

と
を

比
較

し
て

少
な

い
方

の
額

を
記

入
す

る
こ

と
。

５
「

県
補

助
基

本
額

」
欄

は
、

（
Ｆ

）
に

記
載

さ
れ

た
額

を
記

入
す

る
こ

と
。

６
「

県
補

助
所

要
額

」
欄

は
、

補
助

金
交

付
要

綱
の

別
表

の
２

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

額
を

記
入

す
る

こ
と

。



別
紙

２

在
宅

当
番

医
制

事
業

実
績

報
告

書

（
１

）
実

施
状

況
（

補
助

事
業

者
名

）

診
療

状
況

在
宅

当
番

人
口

診
療

開
始

医
制

実
施

市
町

村
名

事
業

委
託

先
当

番
日

当
番

医
療

機
関

延
診

療
備

考
地

区
名

年
４

月
年

月
日

区
分

に
お

け
る

１
日

現
在

施
設

数
区

分
施

設
名

当
番

日
に

お
け

る
主

な
診

療
科

日
数

（
記

載
例

）
千

人
○

○
医

師
会

休
日

毎
休

日
病

院
○

○
病

院
○

科
、

○
科

、
○

○
○

科
１

２
日

○
○

○
地

区
○

○
市

１
５

０
H
2
0
.
4
.
1

○
○

医
師

会
１

施
設

○
○

病
院

○
科

、
○

科
、

○
○

○
科

１
２

日

小
計

２
施

設
２

４
日

○
○

町
２

５
診

療
所

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

○
○

村
９

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

計
１

８
４

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

８
日

小
計

６
施

設
４

８
日

合
計

８
施

設
７

２
日

夜
間

毎
夜

間
病

院
○

○
病

院
○

科
、

○
科

、
○

○
○

科
６

３
日

１
施

設
○

○
病

院
○

科
、

○
科

、
○

○
○

科
６

２
日

小
計

２
施

設
１

２
５

日

診
療

所
○

○
診

療
所

○
科

、
○

科
４

０
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

４
０

日
○

○
診

療
所

○
科

、
○

科
４

０
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

４
０

日
○

○
診

療
所

○
科

、
○

科
４

０
日

○
○

診
療

所
○

科
、

○
科

４
０

日

小
計

６
施

設
２

４
０

日

合
計

８
施

設
３

６
５

日

（
注

）
１

「
市

町
村

名
」

欄
は

、
当

該
地

区
の

医
師

会
に

在
宅

当
番

医
制

事
業

を
委

託
し

た
市

町
村

を
記

入
す

る
こ

と
。

２
「

人
口

」
欄

は
、

各
市

町
村

毎
に

記
入

し
、

地
区

の
合

計
を

記
入

す
る

こ
と

。
３

「
当

番
日

に
お

け
る

施
設

数
」

欄
は

、
１

日
当

た
り

施
設

数
を

記
入

す
る

こ
と

。
４

「
当

番
医

療
機

関
」

欄
に

は
、

在
宅

当
番

医
制

に
参

加
し

た
施

設
名

及
び

当
番

日
に

お
け

る
主

な
診

療
科

を
記

入
す

る
こ

と
。

５
「

延
診

療
日

数
」

欄
に

は
、

診
療

日
の

算
出

方
法

に
よ

り
算

出
し

た
診

療
日

数
を

記
入

す
る

こ
と

。
６

当
番

表
そ

の
他

参
考

と
な

る
資

料
を

添
付

す
る

こ
と

。



（
２

）
診

療
科

別
患

者
数

等
調

（
補

助
事

業
者

名
）

区
分

内
科

小
児

科
外

科
科

科
科

科
科

科
科

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

患
休

日
（

8
時

～
1
8
時

）

者 延
準

夜
（

1
8
時

～
2
2
時

）

数

深
夜

（
2
2
時

～
8
時

）

計

延
診

療
日

数

１
日

平
均

患
者

数

区
分

科
科

科
科

科
科

科
科

科
合

計

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

患
休

日
（

8
時

～
1
8
時

）

者 延
準

夜
（

1
8
時

～
2
2
時

）

数

深
夜

（
2
2
時

～
8
時

）

計

延
診

療
日

数

１
日

平
均

患
者

数

（
注

）
１

地
区

医
師

会
毎

の
別

葉
を

作
成

す
る

こ
と

。

２
「

延
診

療
日

数
」

欄
は

、
診

療
科

毎
の

当
番

（
診

療
）

日
数

を
記

入
す

る
こ

と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
「

休
日

」
「

夜
間

（
準

夜
・

深
夜

）
」

は
そ

れ
ぞ

れ
１

日
と

し
て

記
入

す
る

こ
と

。

３
「

１
日

平
均

患
者

数
」

欄
は

、
「

患
者

延
数

」
を

「
延

診
療

日
数

」
で

除
し

、
小

数
点

第
２

位
を

四
捨

五
入

し
た

も
の

を
記

入
す

る
こ

と
。



別紙様式４

番 号

平成 年 月 日

山梨県知事 殿

補 助 事 業 者 名 印

平成 年度休日夜間急患診療体制整備費補助金に係る事業変更申請書

平成 年 月 日付け医 第 号で交付決定を受けたこのことについて、次のとおり

変更して実施したく申請します。

１ 変更事項

２ 変更理由

３ 添付書類

（１）変更前と変更後の内容を比較し記載した資料

（２）その他参考となる資料



別紙様式５

番 号

平成 年 月 日

山梨県知事 殿

補 助 事 業 者 名 印

平成 年度休日夜間急患診療体制整備費補助金に係る事業中止（廃止）

申請書

平成 年 月 日付け医 第 号で交付決定を受けたこのことについて、次の理由に

より中止（廃止）したく申請します。

１ 中止（廃止）の理由

２ 添付書類

（１）申請時までの事業の進行状況が分かる資料

（２）その他参考となる資料


